
〇国際化イベント(市民の自主的な企画により実施される国際交流・国際協力イベント)

令和３年度 助成金交付決定事業 実績

事業実施期間 －

概要

聴覚障がい者のためのオリンピック「デフリンピック」2022ブラジル大会に向けて、外国人選手を
招聘し、第3回大分国際親善大会を行う。
→コロナ禍で海外選手の招聘ができないため中止
※中止のため助成交付無し

助成事業の名称
大分県インドネシア協会設立45周年記念

在住インドネシア人支援イベント

団体名 大分県インドネシア友好協会

助成額 401,000円

事業費 802,225円

事業実施期間 －

概要

県内のインドネシア人留学生及び九州内の演奏グループによる市民向けパフォーマンスや、市
内の留学生・技能実習生及び所属する教育機関・事務所等関係者の交流を図る交流会、インド
ネシア料理教室を行う。
→新型コロナ感染拡大に伴い、中止
※中止のため助成交付無し

団体名 一般社団法人日本デフビーチバレーボール協会

助成額 1,000,000円

事業費 2,900,000円

助成事業の名称
2022 ブラジル・デフリンピック参加へ向けた、

デフビーチバレーボール第3回大分国際親善大会

事業費 1,840,219円

事業実施期間 令和4年2月10日,11日

概要

2日間にわたって事業を実施した。1日目は、韓国映画や日本映画の上映と韓国漢方料理やお
茶をテーマとした講演会を行った。2日目は、韓国映画上映と日韓スポーツ交流として,釜山テコ
ンドー学科の映像上映や、大分県から手道連盟の講演などが行われた。当日の内容は
Youtube配信も行い、来場者だけだけでなく、オンライン上でも視聴できるようにした。（動画再生
回数は420回※令和4年3月22日時点）

助成事業の名称 第3回日韓友好のつどい　in OITA

団体名 NPO法人日韓芸術文化交流会

助成額 601,000円



〇多文化共生イベント（外国人も暮らしやすいまちづくりのためのイベント）

事業実施期間 令和3年10月10日,11月14日,12月12日,令和4年1月16日

概要
文化・芸術体験を通して日本語を学ぶ月1プログラム。書道体験や、水墨画、民謡、折り紙につ
いてゲスト講師を招き体験しながら日本語を学ぶ場を提供した。各回、体験前に、その文化に
関する日本語学習を行い、体験を行うことで、楽しみながら日本語の習得を目指した。

申請者名 譲原　弥歩

助成額 237,000円

事業費 237,933円

事業実施期間 令和3年7月7日～令和4年3月23日

概要
期間中の毎週水曜日に、既に一定程度の習熟度に達している日本語学習に対して、文学作品
やニュース記事の読解や外部講師による特別授業を通して一層の日本語能力向上を支援する
ことを目的として行った。学習者同士で感想や意見を共有できる機会を作った。

助成事業の名称 Art for Learners

申請者名 廣松　大和

助成額 250,000円

事業費 250,703円

事業実施期間 R3年7月27日～R3年9月21日

概要

期間中の毎週火曜日と土曜日に日本語レベルのクラスに分かれて、日本語を使用した日常会
話やディスカッション等会話の練習を行った。「勉強」ではなく、「会話」に焦点を当てて参加者の
発言を多く誘発し、日常的に実践可能なコミュニケーション機会を作った。日本に定住するため
に、日本語能力の向上を目指す人や、日本語学習者と交流したい人が参加していた。

助成事業の名称 にほんごブッククラブ

団体名 川野　優希

助成額 274,000円

事業費 274,760円

助成事業の名称 日本語で話そう！　～Ｌｅｔ’ｓ　Ｔａｌｋ　ｉｎ　Ｊａｐａｎｅｓｅ～


